
令和元年９月１４日

川西町長 竹村 匡正

～ 新たな賑わいと雇用の創出 ～



出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

総人口 9,670 9,650 9,847 9,422 9,174 8,653 8,485 8,220 7,714 7,166 6,591 6,024 5,502

0-14歳人口 2,201 1,739 1,483 1,246 1,181 1,094 1,039 967 849 766 680 611 553

15-64歳人口 6,455 6,697 6,860 6,443 6,007 5,274 4,831 4,510 4,219 3,919 3,586 3,131 2,728

65歳以上人口 1,014 1,214 1,504 1,733 1,986 2,280 2,615 2,743 2,646 2,481 2,325 2,282 2,221
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川西町の人口推移
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まちの戦略

川西町は、西名阪自動車道のＩＣから車で８分、
奈良県内の主要道路が交差する、利便性が高いまち。

まち（行政）・ひと（住民）・しごと（企業）が
力を合わせて、もっと地域を元気にしたい。

川西町は、総面積：約６㎢であるが、
約３０haの工業団地がある企業が集積するまち



川西町のまちづくり

① 近鉄結崎駅周辺整備事業

② 工業ゾーン創出事業

川西町
役場

約1,400ｍ 約1,000ｍ



近鉄結崎駅周辺整備事業とは？

課 題

効 果

住民参加のまちづくり構想
街の玄関口を魅力的に整備
人も車も安全な交通整理
踏切拡幅、ロータリー、南北バイパス

にぎわいを生む駅周辺の活用
歩行者・自動車の安全な交通

まちづくりへの住民参加
使いやすく、にぎわう駅周辺
駅中心の安全な交通ネットワーク

内 容



まちづくり連携協定

（平成28年8月2日 奈良県庁での締結式）



まちづくり基本構想

結崎駅を舞台に、みんなが主役の“座”をつくる
「座」＝場所・人の集まり・同じ想い

結崎駅ならではの
“にぎわい拠点”づ

くり

顔が見えるコミュ
ニケーションで人と
人、人とまちを結

びつける

「楽しさ」と「未来志
向」をキーワードに
まちの魅力を発信

する

集まる つながる 発信する

基本コンセプト

基本方針１ 基本方針 2 基本方針 3



住民参加のまちづくり



結崎駅周辺イメージ

結崎駅を舞台に、みんなが主役の“座”をつくる
○駅周辺が街の顔となる空間の形成
○集まりやすく・使いやすい駅前広場



工業ゾーン創出事業とは？

課 題

効 果

内 容

産業用地の不足

就職に起因する転出者の増加

人口減少による税収の低下

新たな産業用地の創出

魅力的な企業の誘致

町内雇用の増加による転出抑制

地域経済の活性化による歳入増加



工業ゾーン創出に関する連携協定

（平成29年9月5日 奈良県庁での締結式）



唐院工業団地周辺のイメージ

新たな企業用地

約１４．７ ｈａ



エントリー募集の実施

分譲面積

約１２ ｈａ

分譲時期

令和４年度



最後に！！

まち（行政）・ひと（住民）・しごと（企業）が

力を合わさることで、

川西町は、もっと元気な地域になります。

川西町に、ぜひお越しください。



ご静聴ありがとうございました。


